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の
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換
で
済

む
場
合
も
多
い
と
し
、
そ
う

し
た
互
換
性
に
関
す
る
技
術

確
認
は
工
事
業
者
で
は
な

く
、
メ
ー
カ
ー
へ
直
接
問
い

合
わ
せ
た
方
が
よ
い
と
い
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
も
送
っ
た
。

　
第
１
部
後
半
は
、
山
吉
氏

ら
前
半
パ
ー
ト
に
登
壇
し
た

合
計
６
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

登
壇
者
が
回
答
す
る
形
式
で

進
行
し
た
。

　「
設
計
に
瑕
疵
が
あ
る
と

分
か
っ
た
場
合
、
保
険
金
を

支
払
っ
た
保
険
会
社
は
施
工

会
社
も
し
く
は
設
計
会
社
に

求
償
で
き
る
か
」
と
い
っ
た

質
問
に
は
、
和
出
氏
が
「
わ

れ
わ
れ
が
現
場
で
求
償
の
対

応
ま
で
行
う
の
は
難
し
い
。

た
だ
、
少
な
く
と
も
こ
の
損

害
は
不
可
思
議
な
箇
所
が
あ

る
と
い
う
気
付
き
点
を
保
険

会
社
に
共
有
す
る
と
こ
ろ
ま

で
は
鑑
定
人
が
行
う
べ
き
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
「
保
険
会
社
と
し

て
鑑
定
会
社
へ
鑑
定
依
頼
す

る
に
当
た
り
、
最
低
限
用
意

す
べ
き
資
料
は
何
か
」
と
の

問
い
に
は
、
山
吉
氏
が
「
ケ

ー
ス
に
も
よ
る
が
、
強
度
計

算
書
、
設
備
の
配
置
図
、
単

線
結
線
図
、
施
工
記
録
の
４

点
は
必
要
に
な
る
」
と
回
答

し
た
。

　
第
２
部
前
半
は
「
産
業
廃

棄
物
処
理
に
関
す
る
討
究
」

と
題
し
て
、
一
般
社
団
法
人

企
業
環
境
リ
ス
ク
解
決
機
構

理
事
兼
事
務
局
長
の
子
安
伸

幸
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
産

業
廃
棄
物
に
関
す
る
基
礎
知

識
と
費
用
に
つ
い
て
」
を
実

施
。
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ

く
産
業
廃
棄
物
処
理
の
基
本

ル
ー
ル
、
廃
棄
物
の
運
搬
等

に
関
す
る
処
理
パ
タ
ー
ン
、

産
業
廃
棄
物
の
中
で
も
爆
発

性
や
有
毒
性
、
感
染
性
が
あ

る
た
め
、
廃
棄
に
よ
り
厳
し

い
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て
い

る
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
」
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　
講
演
の
次
に
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
メ
ン
バ
ー
の
損
害
鑑
定
人

で
あ
る
高
本
損
害
鑑
定
事
務

所
の
青
山
翔
太
氏
、
ア
ス
カ

総
合
鑑
定
の
大
沼
義
邦
氏
、

西
日
本
鑑
定
の
久
禮
田
健
太

郎
氏
、
む
さ
し
野
損
害
鑑
定

の
丸
山
敦
氏
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
で
三
和

鑑
定
事
務
所
の
佐
々
木
孝
浩

氏
に
、
基
調
講
演
登
壇
者
の

子
安
氏
を
加
え
た
合
計
６
人

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　「
産
業
廃
棄
物
は
誰
が
ど

こ
へ
持
っ
て
い
く
の
か
」

「
建
設
現
場
で
の
分
別
に
つ

い
て
」
「
適
切
な
分
別
と
処

分
コ
ス
ト
の
関
係
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
進
行

し
、
「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
処

理
単
価
が
高
騰
し
て
い
る
」

「
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
や

燃
え
殻
と
い
っ
た
廃
棄
物
は

対
応
で
き
る
処
分
場
が
限
定

さ
れ
る
」
「
ゼ
ネ
コ
ン
の
建

設
現
場
を
除
く
規
模
の
小
さ

い
現
場
で
は
、
運
搬
ト
ラ
ッ

ク
の
台
数
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
コ
ス
ト
を
抑
え
る
要
因

の
一
つ
と
さ
れ
る
」
と
い
っ

た
意
見
が
語
ら
れ
た
。

　
第
２
部
後
半
は
、
前
半
パ

ー
ト
に
登
壇
し
た
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
５
人

に
、
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業

を
展
開
す
る
㈱
浜
田
の
堀
智

広
氏
を
加
え
た
合
計
６
人
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が

行
わ
れ
た
。

　
と
あ
る
２
階
建
て
木
造
家

屋
で
火
災
事
故
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
の
下
、
「
数
量

積
算
（
石
こ
う
ボ
ー
ド
の
処

分
数
量
は
車
両
何
台
分

か
）
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

意
見
を
交
換
し
、
積
算
に
あ

た
り
体
積
を
基
準
と
す
る

か
、
も
し
く
は
重
量
を
基
準

と
す
る
か
で
各
鑑
定
人
の
算

出
し
た
数
量
に
乖
離
（
か
い

り
）
が
生
じ
た
も
の
の
、
堀

氏
は
「
皆
さ
ん
の
解
答
と
私

の
試
算
で
は
そ
こ
ま
で
差
異

が
な
い
。
計
算
方
法
に
も
特

に
違
和
感
は
覚
え
な
か
っ

た
」
と
総
評
し
た
。

　
続
い
て
、
㈱
浜
田
の
大
阪

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

取
材
動
画
の
上
映
と
堀
氏
の

解
説
を
交
え
、
金
属
く
ず
処

理
を
主
に
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
バ

リ
ュ
ー
に
関
す
る
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
社
会
を
目
指
し
、
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
型

（
循
環
型
経
済
）
事
業
を
展

開
す
る
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル

ー
プ
の
㈱
新
菱
の
守
谷
大
輔

氏
が
登
壇
し
、
同
社
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
高
度
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
（
Ｅ
Ｖ
Ａ
熱
分
解
処

理
）
の
紹
介
と
パ
ネ
ル
処
理

の
現
状
、
今
後
の
課
題
に
関

す
る
講
演
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
同
協
会
理
事
で
フ

ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
長
の
田

中
公
成
氏
が
閉
会
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
「
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
通
し
、
廃
棄
物
を
ゼ
ロ

に
近
づ
け
る
と
い
う
観
点
か

ら
二
つ
の
テ
ー
マ
を
絡
め
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

一
片
に
つ
い
て
考
察
を
深
め

た
が
、
も
う
一
つ
の
〝
Ｒ
〟

リ
デ
ュ
ー
ス
も
忘
れ
て
は
い

け
な
い
」
と
語
っ
た
。

　
続
け
て
、
「
リ
デ
ュ
ー
ス

と
は
、
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す

と
い
う
私
た
ち
が
取
る
べ
き

最
初
の
行
動
。
す
で
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
方
も
多
い
と

思
う
が
、
い
ま
一
度
、
日
々

の
意
識
を
見
直
し
て
い
た
だ

き
、
個
人
、
各
会
社
、
当
協

会
と
し
て
持
続
的
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、
で
き
る
こ

と
か
ら
実
行
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
あ
い
さ
つ

し
た
太
田
英
俊
会
長
は
、
今

回
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
「
近
年
話
題
に
上
る
こ

と
の
多
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
関

連
す
る
、
環
境
に
優
し
い
未

来
の
た
め
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
着

目
し
、
『
エ
コ
・
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
～
ゼ
ロ
エ
ミ
の
狭
間
で

～
』
と
し
た
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
環
境
問
題
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
持
続

可
能
な
試
み
の
一
つ
と
し
て

急
速
に
普
及
が
進
ん
だ
一

方
、
近
年
保
険
事
故
が
多
発

し
て
い
る
「
太
陽
光
発
電
設

備
」
と
、
日
常
の
損
害
鑑
定

業
務
に
お
い
て
悩
み
が
多
い

「
産
業
廃
棄
物
処
理
」
の
二

つ
の
個
別
テ
ー
マ
を
設
け
た

と
し
、
「
本
日
は
皆
さ
ん
の

実
務
に
関
わ
る
こ
れ
ら
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、
専
門
家
を

交
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
に
よ
っ
て
掘
り
下
げ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
第
１
部
前
半
は
「
太
陽
光

発
電
関
連
事
案
へ
の
対
応
」

と
題
し
て
、
長
年
太
陽
光
発

電
設
備
メ
ー
カ
ー
で
勤
め
た

後
、
現
在
は
合
同
会
社
オ
フ

ィ
ス
協
働
の
代
表
社
員
と
し

て
保
険
事
故
調
査
等
に
携
わ

っ
て
い
る
山
吉
武
氏
を
迎

え
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

の
損
害
鑑
定
人
が
太
陽
光
発

電
設
備
に
関
わ
る
実
務
の
事

例
を
挙
げ
な
が
ら
、
現
場
で

感
じ
る
疑
問
を
山
吉
氏
に
投

げ
掛
け
た
。

　
登
壇
し
た
鑑
定
人
は
、
遠

州
損
保
鑑
定
事
務
所
の
和
出

崇
氏
、
高
本
損
害
鑑
定
事
務

所
の
具
島
信
介
氏
、
名
鑑
の

今
井
誠
氏
、
内
山
鑑
定
の
上

川
賞
氏
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー
で
ト
ラ
ス
ト

ク
レ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
丹
羽

周
一
氏
を
合
わ
せ
た
５
人
。

山
吉
氏
は
、
雪
害
の
事
案
に

つ
い
て
「
構
造
計
算
書
を
調

査
し
、
架
台
が
ど
の
く
ら
い

の
積
雪
量
ま
で
な
ら
耐
え
ら

れ
る
の
か
を
確
認
す
る
こ

と
」
、
雷
に
よ
る
損
傷
の
事

案
に
つ
い
て
「
地
絡
・
過
電

圧
等
の
エ
ラ
ー
履
歴
を
確
認

し
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
っ

た
鑑
定
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
た
。

　
さ
ら
に
、
１
枚
の
モ
ジ
ュ

ー
ル
が
壊
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
関
わ
る

ア
レ
イ
（
複
数
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
接
続
し
架
台
等
に
設
置

さ
れ
た
も
の
）
を
丸
ご
と
交

換
す
る
の
で
は
な
く
、
１
枚

「
廃
棄
物
ゼ
ロ
に
」を
テ
ー
マ
に
課
題
検
討

太田会長

田中氏

第１部のパネルディスカッションの模様

第２部のパネルディスカッションの模様

第
９
回
損
害
鑑
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

太
陽
光
発
電
設
備
、産
廃
処
理
で
意
見
交
換

　
日
本
損
害
鑑
定
協
会
は
12
月
２
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ソ
ラ
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第

９
回
損
害
鑑
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
今
回
の
メ
ー
ン
テ
ー
マ
は
「
エ
コ
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
～
ゼ
ロ
エ

ミ
の
狭
間
で
～
」
で
、
近
年
事
故
が
多
発
し
て
い
る
「
太
陽
光
発
電
設
備
」
と
、
損
害
鑑
定
人
の
業
務
に
お

い
て
悩
み
が
多
い
と
い
わ
れ
る
「
産
業
廃
棄
物
処
理
」
の
二
つ
に
着
目
し
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
講
演

や
、
専
門
家
と
損
害
鑑
定
人
を
交
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
た
。
当
日
は
全
国
の

会
員
鑑
定
人
や
保
険
会
社
社
員
の
他
、
保
険
代
理
店
な
ど
か
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
模
様
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信
さ
れ
た
。

日本損害鑑定協会


